













● 紀要 “異文化コミュニケーション研究” 第 16号
● 加藤秀俊 “多文化共生のジレンマ—グローバリゼーションのなかの日
本”  (神田外語大学多文化共生シリーズ 1)明石書店



























● 第 27回 (6月 10日) : ‘漂流する日本—21世紀日本の進路を問う’
河野太郎(衆議院議員)
● 第 28回 (7月 8日) : ‘翻訳って何 ? —ことばと文化をめぐる格闘’
尾河直哉(翻訳家・早稲田大学講師)
● 第 29回 (10 月 21 日) : ‘母と娘、今を生きる、それぞれの生きがた
さ—家族と親密圏のゆくえを問いつつ’
金井淑子(横浜国立大学教授)
● 第 30回 (11月 4日) : ‘地雷除去に取り組む日本の NGO の挑戦’
今鉾大介 (NPO 法人 ‘JAHDS =人道目的の地雷除去支援の会’)
● 第 31回 (11月 15日) : ‘イスラームの文化的深層を探る’ (※多文化関係
学会年次大会への協力)
片倉もとこ(中央大学教授)
● 第 32回 (12月 15日) : ‘ゴビの馬頭琴弾き ネルグイ日本ツアー 2003’
ネルグイ(馬頭琴奏者)、西村幹也(モンゴル研究者、モンゴル情
報紙 ‘しゃがぁ’ 代表)、嵯峨治彦 (‘のどうたの会’ 代表)、田
中考子
異文研夏期セミナー(於 : British Hills)
● 第 13回 (9月 12日～14日) : ‘人間、こころ、宗教、そして日本人—宗
教と日本人の関わりを訪ねる’
基調講演 : 山折哲雄(国際日本文化研究センター所長・宗教学)





















第 1日 : 基調講演 ‘人間、こころ、宗教、そして日本人—宗教と日本人
の関わりを訪ねる 信ずる宗教・感ずる宗教’
講師 : 山折哲雄(国際日本文化研究センター所長・宗教学)













Bグループ 司会 : 桝本智子(神田外語大学)









第 3日 : 研究発表

















































































































































































































































6/18 (水)、7/16 (水)、9/17 (水) : 合評会 “21世紀のジェンダー論” (報告
者はもちまわり)
10/15 (水) ‘ジェンダーとリテラシー問題’ (報告者 : 藤田知子)
11/19 (水) テクスト・クリティーク : 金井淑子 ‘親密圏とフェミニズム’
“親密圏のポリティクス” ナカニシヤ出版(報告者 : ギブソン松井佳子)
2004年


















●第 27回 (6月 10日) ‘漂流する日本—21世紀日本の進路を問う’
河野太郎(衆議院議員)













































































●第 28回 (7月 8日) ‘翻訳って何 ? —ことばと文化をめぐる格闘’
尾河直哉(翻訳家・早稲田大学講師)






























































にゃくはやせる’ という文では、いったいどれが主語なのか ? ‘象は鼻が
長い’ といった表現は、主格はどこで、何を強調したいのか ? 実は東南ア
ジア(マレー語など)にもよく見られるこの種の表現は、論理的には曖昧か
もしれないが、情緒的には非常に豊かなアジア的描写方法なのだ(三上章




















































異文化コミュニケーション研究 第 16号 (2004年)
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えている(チェドロウ 1978 “母親業の再生産” 新曜社、フリーダン 1970






●第 30回 (11月 4日) ‘地雷除去に取り組む日本の NGO の挑戦’










































































●第 32回 (12月 15日) ‘ゴビの馬頭琴弾き ネルグイ 日本ツアー 2003’
ネルグイ(馬頭琴奏者)、西村幹也(モンゴル研究者、モンゴル情報紙
‘しゃがぁ’ 代表)、嵯峨治彦 (‘のどうたの会’ 代表)、田中考子
‘ゴビの天才’ と謳われた馬頭琴奏者ヨルドン・ネルグイ氏の日本ツアー
が、モンゴル研究者の西村幹也氏、喉歌では日本の草わけ奏者である嵯峨














琴大会で金メダルを 4つ、銀メダル 2つ、銅メダル 3つを受賞した数少な
い芸術家である。氏は社会主義時代は劇場勤めの演奏家としても活躍して
いたが、モンゴルの民主化後は故郷のドンド・ゴビに戻った。北極星勲章
(モンゴル文化省最高勲章)まで受章した氏は、いまやモンゴル国の第一文
化功労者であるが、普段は家族とともに遊牧生活を送り、親族や友人に頼
まれるたびに演奏を披露するという昔ながらの生活を続けている。
ツアー公演は、モンゴルの遊牧民の暮らしや自然観について、西村氏が
自身の現地調査で撮影したスライドをもちいながら講演することで開幕し
た。ついで第 2部では、まず嵯峨氏の演奏をバックに、外モンゴル版スー
ホの白い馬にあたる ‘馬頭琴伝説ジョノン・ハル’ の語りが田中氏によっ
て上演された。続いて、いよいよネルグイ氏の馬頭琴ソロが披露され、氏
独特の奏法と醸しだされる豊かな風情に会場は魅了された。さらに嵯峨氏
とのデュエットもおこなわれ、合間には、ひとつの喉から複数の音をだす
喉歌(ホーミー)も披露された。
会場はダイナミックでおおらかな中にも哀調を帯びた繊細さのある馬頭
琴の音にひととき酔い、ツアー公演は本年度の最後を飾るにふさわしい催
しとなった。
〈以上、奥島美夏・本学異文化コミュニケーション研究所〉
